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6月 1日 (木) 衣替え コロナ禍の落ち着きが、再び世界の繋がり

4日 (日) 歯の衛生週間 を取り戻し始めました。周りを見回しながら

6日 (火) 芒種 用心深くマスクを外して行く国民性に、自笑

11日 (日) 入梅 しつつも少し安堵したりして…野外スポーツ

18日 (日) 父の日 や様々な行事も以前の賑わいを見せています。

21日 (水) 夏至 我が家は手始めに 何から挑戦しましょうか?

(⇒10日)

6月の雨の匂いは、白百合の開花を促し

紫陽花の青を、ますます際立たせます☆

移ろい行く景色の中で忘れかけている

平和の尊さを、改めて思い返した広島サ

ミットでした。戦禍の只中に在る大統領

を迎え G7が結束して国際秩序の立て直し

を図る意思を示し、グローバルサウス首脳陣

を交え食料・エネルギー等喫緊課題に向き合えました。

隣国ウクライナを独立した国家と認めないロシアの

蛮行。スウェーデンのある調査機関によると、世界の

非民主主義国家は2022年時点で89ｹ国、世界人口の

7割を超えると報告されています。一方、民主主義と

分類される国は過去最多だった2009年の44ｹ国から

32ｹ国に減少、人口の僅か13％という結果とのこと。

特別なものを望むのではなく、自由に幸せに生きた

いというのは世界の人々の最上位の願いだと思います。

権威主義が蔓延る今、対話ではなく軍拡競争に走る

ばかりですが、決して諦めることなく、根気よく築く

信頼関係がもたらす 国際秩序の回復を 期待致します。

さて5月末日より、６月定例議会が開会となります。

人口減少に抗い選ばれるまち刈谷を目指し提案します。

昭和35年、畑地の土取り作業中に発見され

た古墳です。石室の床面からは2体の人骨や金

環・武器類等が発見され、今はこの地に移築復

元されています。さて、ここはどこでしょう？

5/1発行の＜№146＞の答えは、日高町の日

高公園でした。クライミングを楽しめる遊具は

虹のようにカラフル。新緑の木漏れ日が眩しい

散歩道には美しいフェニックスが枝を広げます。

"戦禍の記録"への招待☆ 

5月 31日 (水) 〜 6月2日(金) 6月定例議会 本会議

6月 8日 (木) 〜 6月13日(火) 6月定例議会 常任委員会

11日 (日) 刈谷市消防団 操法競技会

16日 (金) 6月定例議会 予算審査委員会

19日 (月) 6月定例議会 本会議

"まじめにコツコツ､

即 行動" 

頑張ります !!

ＧＷ 録画を再視聴しました。"ウクライナ大統領府 軍事侵攻・緊迫の72時間"

NHKスペシャル番組、世界に分断と混乱を引き起こした戦争の始めの実録です。

2022年2月24日未明、100発以上のミサイルが突然ウクライナ各地に着弾。

初日、東・南・北部と三方向からの突然の不意打ちで、首都キーウは3日で陥落

の危機に直面、ロシアの攻撃に一方的に晒され殆ど反撃できない姿が映されます。

2日目には大統領暗殺計画遂行に、潜伏していた多くの工作員が一斉に蜂起し、

大統領府は全員地下に避難。ロシア軍は原発を占拠し、残虐の限りを尽くします。

大統領は欧米に軍事支援を求めますが、ロシアを刺激しないよう消極的でした。

3日で落とせると戦勝パレードの準備までして来たロシア軍。欧米は政府に亡命

を勧めます。世界第2位の軍事力を誇るロシアに対しウクライナ大統領・政府は

屈しない・逃げないと示します。空路陸路を阻むため自ら空港を破壊し、ダムを

決壊させ頭脳戦で戦いました。武器を持つ人からトマトの瓶詰を持つ老人まで全

ての人が立ち上がった時、世界が変わりました。少女の涙、老女の嘆き…戦争は

今も続いています。戦禍の始まりの一部始終を 先ず知ることから始めませんか。



　

５月のフットワーク

本会議場にて

委員会室にて

本会議場にて

委員会室にて

刈谷市は２年毎に市民アンケートを実施し、市政に対し
市民の皆さんがどのような意見・要望を持っているのか
聞いています。

刈谷市の全体の印象

刈谷市のまちの現状
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これからの市民の居住意向
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住みやすい･住み続けたい評価の割合は、2018年まで

下り続けていたが、前回より上昇に転じ高水準を推移。

まちづくりへの満足度は、やや低い評価の推移ですが、

今回は上昇。引き続き快適で魅力あるまちづくりが課題。
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住みやすい

 産業が活発だと思う

 安心して水道が利用できると思う

 安心して医療を受けられる環境が整っていると思う

 子どもを産み育てやすいと思う

 快適で便利な住環境が整備されていると思う

 休日などにリフレッシュできる場所がると思う

 効率的に行政運営が行われていると思う

 地域活動やボランティア活動が活発であると思う

 市民の意見が市政に反映されていると思う

 地域での交流や世代・分野などの垣根を越えた交流
 が活発であると思う
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　高い評価を得られた５項目は前回同様の結果でした。しかし、低評価の５項目では
施政運営に対する項目が２つあり、行政は市民との対話や広報活動の強化が必要です。
アンケートの分析結果と施政への反映を見える化していくことを求めて参ります。

調 査 対 象 ： １８歳以上の市民 ５,０００人

回 答 者 ： ３, ３９１票　回答率：６５．３%
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鉄道・バスなど公共交通の充実

障害者にやさしい環境の整備

子育てしやすい環境の整備

高齢者が暮らしやすい環境の整備

省エネなど地球温暖化対策の推進

防災・災害対策の推進

防犯・交通安全対策の推進

社会保障制度の適正運用

道路の整備

商業の振興

私は 『鈴木 さだはる』 を応援しています‼

鈴木 さだはる さん
1964年生まれ 現在58歳

『鈴木さだはる』さんは、

謙虚で誠実！現地・現物、

対話を大切に考動し、未

来の刈谷に新しい風を届

けてくれる政策に取り組

んでくれます。

　私も応援しています。

やさしさ と 思いやり

　"鈴木さだはる" プロフィール

 1983年　トヨタ車体㈱入社

 2000年　トヨタ車体労働組合　専従執行委員

 2012年　トヨタ車体㈱富士松　品質管理部

　　　　　　　　　　　　　　　　  検査課 主担当員　

 2022年　トヨタ車体労働組合 専門委員

施政に対する現状の評価と今後の期待（市民ｱﾝｹｰﾄの続き）前頁から

の続き

2020 2022

商業の振興 １位 1位

市民と行政の双方向の情報共有 4位 2位

地域資源をいかした観光振興 ２位 3位

効率的・効果的な行政経営 3位 4位

市民相談体制の充実 ３位 5位

満足度が低いと思う５施策
調査年度

2020 2022

水道水の安定供給 ２位 1位

健康づくり活動や医療体制の充実 １位 2位

公共下水道の整備 ４位 3位

子育てしやすい環境の整備 ６位 4位

防犯・交通安全対策の推進 ３位 5位

重要度が高いと思う５施策
調査年度

市民二ーズの結果
ランキング

重要度と満足度からニーズ得点を算出したもで、重要度が

高いほど、かつ満足度が低いほど点数が高くなる指標です。

　　〔ニーズ得点＝重要度得点Ｘ(6－満足度得点)〕

１位 商業の振興

２位 道路の整備

３位 社会保障制度の適正運用

４位 防犯・交通安全対策の推進

５位 防災・災害対策の推進

６位 省エネなど地球温暖化対策の推進

７位 高齢者が暮らしやすい環境の整備

８位 子育てしやすい環境の整備

９位 障害者にやさしい環境の整備

１０位 鉄道・バスなど公共交通の充実

燃料費や物価高騰の影響が響き、

事業者支援や生活不安に対する

相談体制への満足度が低い結果

になっているようです。今後も

地域経済や生活困窮への支援策

強化に注力する必要があります。

少子高齢化人口減少は最重要課題、

子育支援や高齢者の健康増進に対

する関心の重要度が高まっていま

す。本市もこの問題を重点に政策

推進していますが、諸施策の実効

性を検証していく必要があります。

　市民から見た施政の重要度と満足度を相関させた市民ニーズの結果は、各分野の事業

施策の重要度と優先度を示す重要指標として、予算配分の参考に活かす必要があります。


